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令
和
元
年
十
二
月
六
日
、
関
野
副
会

頭
、
辻
本
副
会
頭
、
大
石
副
会
頭
、
川

村
専
務
理
事
の
四
名
が
市
役
所
を
訪
問

し
、
市
長
に
要
望
書
を
渡
し
対
応
を
求

め
た
。

①
『
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
存
廃
に
関
す
る

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
早
期
交
渉
を
求
め

る
要
望
書
』

　
Ｊ
Ｒ
問
題
に
関
し
て
、
留
萌
商
工
会

議
所
は
国
鉄
分
割
民
営
化
の
経
緯
等
か

ら
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
対
処
す
べ
き

問
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
道
商
連
を
通

じ
関
係
機
関
に
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
存
続
の

要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
本
要
望
書
で
は
、
留
萌
本
線
が
廃
線

に
な
れ
ば
マ
チ
の
中
核
を
担
う
機
能
が

失
わ
れ
、
地
域
経
済
全
体
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
の
は
必
至
と
分
析
す
る
一

方
、
現
状
を
現
実
的
に
考
え
る
と
「
留

萌
市
の
財
政
や
地
域
経
済
の
現
状
を
鑑

み
れ
ば
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
提
示
さ
れ
て

い
る
地
元
負
担
額
を
留
萌
市
や
地
元
経

済
界
が
負
担
す
る
事
は
不
可
能
」
と
明

記
。
　「
時
間
ば
か
り
経
過
さ
せ
る
事
は
留

萌
市
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
は
な
ら
な

い
」
と
し
て
「
地
域
の
持
続
的
な
交
通

体
系
の
構
築
と
経
済
振
興
を
条
件
に
決

断
す
る
時
が
来
て
い
る
。
留
萌
市
長
の

英
断
を
強
く
要
望
す
る
」
と
し
、
廃
線

前
以
上
の
賑
わ
い
と
消
費
効
果
が
上
が

る
こ
と
を
前
提
に
、
国
や
道
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
か
ら
支
援
策
を
引
き
出
す
事
を
求

め
た
。

　
中
西
市
長
は
「
Ｊ
Ｒ
問
題
は
、
今
ま

で
市
政
懇
談
会
な
ど
で
市
民
の
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
存
続
が
大

変
厳
し
い
状
況
の
中
で
経
済
界
か
ら
の

話
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
な
る

べ
く
早
く
沿
線
会
議
を
開
い
て
判
断
し

た
い
」
と
答
え
た
。

☆
Ｊ
Ｒ
問
題
に
関
し
て
は
、
昨
年
の
四

月
に
、
塚
本
会
頭
の
意
向
で
「
留
萌
市

の
経
済
活
性
化
の
た
め
将
来
世
代
の
意

見
も
尊
重
し
な
が
ら
、
今
後
の
留
萌
の

方
向
性
を
考
え
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

議
員
の
枠
を
超
え
た
組
織
と
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
同
組

織
で
協
議
を
重
ね
十
一
月
に
出
さ
れ
た

報
告
書
が
本
要
望
書
の
ベ
ー
ス
と
な
っ

て
い
る
。

②
『
地
域
優
先
購
入
等
に
係
る
要
望
書
』

　
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

留
萌
市
の
入
札
に
関
し
て
「
入
札
対
象

を
、
留
萌
市
に
本
社
（
本
店
）
が
有
り
、

従
業
員
又
は
営
業
設
備
を
有
す
る
企
業

を
最
優
先
と
す
る
」
よ
う
求
め
た
。

　
中
西
市
長
は
、「
現
状
の
発
注
状
況

等
、
所
管
部
署
と
協
議
し
対
応
を
検
討

す
る
」
と
答
え
た
。

　
当
所
と
留
萌
市
が
主
催
す
る
新
年
交

礼
会
が
、
一
月
六
日
俄
午
後
六
時
か
ら

留
萌
産
業
会
館
二
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
市
内
の
経
済
人
や
官
公
庁
、
奉

仕
団
体
、
町
内
会
な
ど
各
界
の
代
表
ら

二
八
三
名
が
子（
ね
ず
み
）年
の
幕
開
け

を
祝
い
、
一
年
の
飛
躍
や
留
萌
経
済
の

活
性
化
を
誓
っ
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
中
西
俊
司
留
萌

市
長
が
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
存
続
問
題
に

触
れ
な
が
ら
「
沿
線
の
四
つ
の
自
治
体

で
最
終
判
断
す
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ

て
重
た
い
責
任
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
こ
と
が
大
事
。

留
萌
市
民
ワ
ン
チ
ー
ム
で
一
年
間
を
乗

り
切
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
ほ
か
、

船
木
淳
悟
留
萌
開
発
建
設
部
長
、
野
村

聡
留
萌
振
興
局
長
、
浅
野
貴
博
道
議
会

議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
チ
づ
く
り
、
地

域
活
性
化
へ
の
決
意
や
抱
負
を
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
各
界
の
ト
ッ
プ
ら
一
七
名

の
来
賓
が
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
ヨ
イ
シ
ョ
外
」
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て

鏡
開
き
を
行
い
、
当
所
の
塚
本
壽
三
郎

会
頭
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
あ
と
、
懇
親

会
に
移
り
参
加
者
は
新
年
の
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
な
が
ら
、
和
や
か
に
交
流
を

深
め
て
い
た
。

留
萌
市
に
対
し
て
二
件
の
要
望
書
を
提
出

　
当
所
常
議
員
会
が
十
二
月
四
日
午
前

十
一
時
三
十
分
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で

開
催
さ
れ
、
塚
本
会
頭
、
関
野
・
辻
本

副
会
頭
、
川
村
専
務
理
事
の
他
、
常
議

員
十
一
名
、
柳
澤
・
福
島
監
事
と
折
居

青
年
部
会
長
が
出
席
し
た
。

議
案
　
▽
第
一
号
　
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て
▽
第
二
号
　

商
業
部
会
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て

報
告
　
▽
第
一
号
　
商
店
街
区
除
排
雪

に
関
す
る
懇
談
会
の
報
告
他
三
件

　
当
所
常
議
員
会
が
一
月
二
十
八
日
午

前
十
一
時
か
ら
留
萌
産
業
会
館
で
開
催

さ
れ
、
塚
本
会
頭
、
関
野
・
辻
本
・
大

石
副
会
頭
、
川
村
専
務
理
事
の
他
、
常

議
員
十
一
名
、
柳
澤
監
事
と
折
居
青
年

部
会
長
が
出
席
し
た
。

議
案
　
▽
第
一
号
　
自
衛
隊
に
関
す
る

経
済
対
策
等
特
別
会
議
の
設
置
に

つ
い
て

報
告
　
▽
第
一
号
　
王
子
マ
テ
リ
ア
名

寄
工
場
閉
鎖
に
関
す
る
署
名
運
動

に
つ
い
て
他
三
件

第
　
回
常
議
員
会

３６７

第
　
回
常
議
員
会

３６８

各
界
代
表
ら
飛
躍
を
誓

各
界
代
表
ら
飛
躍
を
誓
うう

各
界
代
表
ら
飛
躍
を
誓
う

新
年
交
礼
会
で
二
八
三
名
が
出

新
年
交
礼
会
で
二
八
三
名
が
出
席席

新
年
交
礼
会
で
二
八
三
名
が
出
席
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当
所
全
市
連
合
大
売
出
し
実
行
委
員

会
主
催
の
全
市
連
合
年
末
年
始
大
売
出

し
は
、
十
二
月
十
六
日
か
ら
一
月
四
日

ま
で
の
二
十
日
間
で
七
十
二
店
舗
が
参

加
し
た
。

　
売
上
目
標
を
一
億
一
千
万
円
に
設
定

し
て
行
わ
れ
、
一
億
二
千
百
十
七
万
四

千
五
百
円
の
売
上
額
と
な
り
、
二
年
ぶ

り
に
目
標
を
達
成
し
た
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
本
年
度
の
反
省

点
や
、
消
費
者
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
大
売
出
し
の
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
協
議
す
る
。

日
　
地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
・

第
　
回
常
議
員
会
▽
６
日
　
留
萌
市
へ

３６７
要
望
書
提
出
▽
　
日
　
広
報
委
員
会
・

１１

夜
間
金
融
経
営
相
談
室
▽
　
日
　
一
日

１２

公
庫
▽
　
日
　
全
市
連
合
年
末
年
始
大

１６

売
出
し
ス
タ
ー
ト
▽
　
日
　
広
報
委
員

２５

会
▽
　
日
　
全
市
連
合
年
末
年
始
大
売

２６

出
し
抽
選
所
ス
タ
ー
ト

▽
１
月
６
日
　
留
萌
市
経
済
活
性
化
懇

談
会
・
令
和
２
年
新
年
交
礼
会
▽
７
日

全
市
連
合
大
売
出
し
ワ
ク
ワ
ク
賞
抽
選

会
▽
　
日
　
観
光
お
も
て
な
し
委
員
会

１４

正
副
委
員
長
会
議
▽
　
日
　
総
務
運
営

１５

委
員
会
正
副
委
員
会
会
議
▽
　
日
　
一

１６

日
公
庫
▽
　
日
　
商
業
部
会
役
員
会
・

２２

地
域
振
興
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
正
副
委

員
長
会
議
▽
　
日
　
第
　
回
常
議
員
会

２８

３６８

▽
　
日
　
税
務
協
力
団
体
新
年
税
務
懇

３１
談
会11月留萌港入出貨物

【積荷合計 ３隻】
・トド・カラ松丸太（国内）
　　　　　　 ３隻　 ３，９２４弱
【揚荷合計 ２５隻】
・輸入ＡＳ 　２隻　 １，６００ K/T
・セメント　 ４隻　１３，７７９ K/T
・塩　　　　 ２隻　 １，２５０ K/T
・油 　　　　１７隻　６５，７１１ K/Ｌ
　　　（外航 １隻　 ５，６６９ K/Ｌ
　　　  内航 １６隻　６０，０４２ K/L）

12月留萌港入出貨物
【積荷合計 ３隻】

・トド・カラ松丸太（国内）

 　　　　　　３隻　 ４，０４７弱

【揚荷合計 ３２隻】

・輸入石炭　 １隻　２７，２８０ Ｋ/T

・輸入ＡＳ　 １隻　 １，７００ Ｋ/T

・セメント　 ５隻　１０，０４８ K/T

・油　　　　 ２５隻　８４，８０８ K/L

　　　　　（内航 ２４隻、戻り１隻）

　
留
萌
中
小
企
業
相
談
所
で
は
、
昼
間

の
お
仕
事
が
忙
し
く
留
萌
中
小
企
業
相

談
所
へ
来
所
で
き
な
い
経
営
者
・
創
業

予
定
者
の
方
に
、
十
二
月
十
一
日
我
午

後
六
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
「
夜
間
金

融
・
経
営
相
談
室
」
を
設
置
し
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
旭
川
支
店
国
民
生
活
事

業
部
の
融
資
担
当
者
と
当
所
経
営
指
導

員
が
経
営
全
般
や
年
末
調
整
、
税
務
、

金
融
等
の
相
談
に
応
じ
た
。

▽
経
営
革
新
　
３
件
　
▽
税
務
　
　
件
３１

▽
経
営
一
般
　
　
件
　
▽
労
働
　
　
件

６４

２５

▽
計
　
　
　
　
　
件
１２３

　
当
所
は
不
祥
事
再
発
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
内
税
理
士
に
お
願
い
し

外
部
監
査
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
三

十
一
年
度（
令
和
元
年
度
）第
三
四
半
期

（
十
月
～
十
二
月
）分
の
会
計
（
一
般
会

計
他
六
会
計
）
に
つ
い
て
二
月
三
日
俄

原
寿
志
税
理
士
の
外
部
監
査
を
受
け
、

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
ご
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
法
令
及
び
再
発
防
止
策
を
厳

守
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

▽
　
月
２
日
　
議
員
会
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
パ
ー

１２
テ
ィ
ー
▽
３
日
　
正
副
会
頭
会
議
▽
４

相

談

件

相
　
談
　
件
　
数数

　
・
１
月

１２

◎手形交換・不渡 留萌金融協会

不　渡　実　績交　　換　　高
不渡金額枚　数交換金額枚　数

０千円０枚９１４百万円２１２枚１１月

０千円０枚１，８３８百万円２８８枚１２月

◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５２，６６８４１，８９４７，７６１２，６９３３２０１１月

５３，６５３４１，９３７８，４２８２，９４１３４７１２月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金等当座預金

１１７，７７６９２８６３，０２２４９，８３４３，９９２１１月

１２２，６８３１，０７７６２，９４７５３，２０６５，４５３１２月

全
市
連
合
年
末
年
始
大
売
出

全
市
連
合
年
末
年
始
大
売
出
しし

全
市
連
合
年
末
年
始
大
売
出
し

七
十
二
店
が
参
加
し
て
実

七
十
二
店
が
参
加
し
て
実
施施

七
十
二
店
が
参
加
し
て
実
施

留
萌
中
小
企
業
相
談

留
萌
中
小
企
業
相
談
所所

夜
間
金

夜
間
金
融
・
経
営
相
談

経
営
相
談
室

を
実
を
実
施

夜
間
金
融
・
経
営
相
談
室

を
実
施

業

務

日

業
　
務
　
日
　
誌誌
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開催時間開催日部会名

午後１時30分令和２年
２月20日（木）水産部会 

午後１時30分令和２年
２月21日（金）金融部会

午後１時30分令和２年
２月25日（火）工業部会 

午前10時30分令和２年
２月26日（水）運輸港湾部会

午後１時30分令和２年
２月26日（水）商業部会

午後３時令和２年
２月26日（水）

観光
サービス部会

　
令
和
二
年
度
事
業
計
画
案
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策
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す
る
た
め
、
市
の
部
課
長
・
担
当
者

等
を
招
き
次
の
日
程
で
各
部
会
を
開

催
致
し
ま
す
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部
会
開
催
予

部
会
開
催
予
定定

部
会
開
催
予
定
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５．質問３）③「採用予定なし」の理由
　「採用予定なし」の理由については、
「現在の人数で足りている」「売上減少に
よる為」「少人数制で営業している為」
「経営効率化のため」「現状では社員数を
増やす余裕なし」「欠員が出た場合のみ
採用あり」といった回答が多かった。

６．今後の従業員の動向
　従業員の動向については「正社員を増
やす」の割合が高く51．9％となってお
り、昨年と比較すると11．2ポイントの
増加となっている。「正社員を減らし
パートを増やす」は8．2％と昨年と比較
して3．6ポイントの減少となっている。
　また、「正社員を増やす」と回答した割
合が最も高いのは建設業で32．0％、次
いでサービス業が24．0％となっている。

７．採用の際に特に求める要件（※該当
するもの３つまで）
　採用の際に特に求める要件は、「社会人
として通用する人柄」が最も多く25．3％、
次いで「健康・体力」が21．1％、「コミュ
ニケーションスキル」が17．5％となっ
ており、昨年と比較するとほぼ横ばいで
推移しており、即戦力となる人材や、長
く仕事を続けていける人材を求める傾向
が続いている。

８．今後、重要性がより高まると思われ
る人材層
　重要性が高まると思われる人材層は、
「若手層」が最も多く60．2％、次いで
「中堅層」が24．3％となっており、昨年
に続き若手層への期待度が高くなってい
る。

９．特に求める人材イメージ
　特に求める人材イメージとして、「課題
を明確化でき、解決策を考える」が21．1
％と最も高く、次いで「目標達成への信
念をもっている」が19．3％となってお
り、自ら考えて実行し、解決への信念を
もつ人材が求められている。

Ⅲ　外国人材の雇用　　　　　　　　　
１．外国人材の雇用状況
　「外国人材を雇用していない」が93．0
％、次いで「技能実習制度で外国人材を
雇用」が4．0％、「技能実習制度以外で外
国人材を雇用」が3．0％となった。

２．外国人材の雇用理由
　「外国人材を雇用している」・「今後雇用
したい」と回答した事業所の雇用理由に
ついては、「労働力不足」が75．0％、次
いで「言語能力を活用」が16．7％となっ
た。

３．外国人材の雇用での不安点
　外国人材の雇用での不安点については、
「言語・意思疎通」が35．3％と最も高く、
次いで「生活・思考習慣の違い」が19．9
％、「社内の受入体制」が15．4％、「行政
手続き」が14．7％となった。

４．外国人材の雇用にあたって支援して
ほしい事
○日本語を定期的に教育してくれる学校
等
○外国人雇用の実績のある企業の現状と
課題等を知りたい
○国内の紹介業者が数多く有ると思うが、
会議所のネットワークで過去のトラブ
ル件数の多い業者等を調べられないか

Ⅳ　その他　　　　　　　　　　　　　
　雇用問題について商工会議所へのご要
望・ご意見等
○社員教育の場（講習など）を作ってほしい。
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【調査の目的】
　留萌地域では依然として人口減少が続
き、経済も低迷を続けている中、一部に
明るい兆しもあるが依然雇用環境は大変
厳しい状況になっている。こういった中、
市内企業における現在の雇用状況や今後
の採用方針、更には外国人材の雇用に関
する調査を実施することにより、これか
らの地元雇用の推進施策の参考資料とす
ることを目的とする。
【調査時期】
　令和元年10月11日～令和元年11月15日
【調査方法】
　留萌市内に所在する留萌商工会議所会
員事業所（法人）304社へ調査票を郵送
し、返信用封筒または直接当所へ持参し
ていただき回収した。
【回答事業所】
　平成22年度より10回目となるこの調
査は、回答数110件（回答率：36．2％）
とご多忙の中、各会員企業様には多大な
るご協力を頂き感謝するとともに、厚く
お礼を申し上げます。

Ⅰ　従業員の雇用状況　　　　　　　　
１．回答事業所

２．従業員数（市内に勤務する従業員）
　従業員数に対する正社員数については、
①建設業48．6％、②製造業24．6％、③
運輸業78．0％、④卸売業91．9％、⑤小
売業39．9％、⑥飲食業38．2％、⑦サー
ビス業60．1％、⑧その他78．8％となっ
た。

３．従業員の年齢（回答日現在）
　従業員の年齢については、「20歳未満」
が2．3％と昨年より0．7ポイント増え、
「30歳以上40歳未満」も昨年より2．2ポ
イント増えた。また「60歳以上」が26．7
％、次いで「50歳以上60歳未満」が23．
5％、次に「40歳以上50歳未満」が22．2
％となっている。
　また、業種別で見ると「60歳以上」の
割合が最も高いのは製造業で35．5％、
次いで飲食業の32．4％、小売業の29．7
％となっており、高年齢者の割合が高く
なっている。

４．従業員の勤続年数（回答日現在）
　従業員の勤続年数については、最も多
いのが「５年未満」で36．7％、次いで
多いのが「５年以上10年未満」の16．9％
となり、10年未満が約50％と過半数を
締めた。

Ⅱ　今後の雇用見通し　　　　　　　　
１．令和元年度の採用状況
　今年度の採用状況については、正社員
の高校新卒者が26人、大学・専門学校新

卒者が11人。非正規社員の採用状況に
ついては、高校新卒者が６人、大学・専
門学校新卒者が０人となっており、昨年
と比較すると、建設業での採用数が約２
倍と大幅に増加し、サービス業では、約
70．0％の大幅な減少となっている。
　また、正社員の採用数に占める高校新
卒者の割合が最も高いのは、建設業で
73．3％、正社員の採用人数が最も多
かったその他では40．0％、非正規社員
の採用数に占める高校新卒者の割合が最
も高いのは、小売業で33．3％となって
いる。
　なお、全体の採用数に占める大学・専
門学校新卒の割合は9．2％と非常に低い
数字となっている。

２．正社員採用者の短期（勤続３年程度）
での退職状況
　正社員採用者のうち、短期での退職状
況については、「変わらない」が77．2％
となり、「増加傾向にある」・「減少傾向に
ある」が共に11．4％となっている。

３．今後５年を目処にした採用予定
　今後５年の採用予定数については、
「正社員を採用予定」が51．9％、次いで
「採用予定なし」が25．9％、「パート等を
採用予定」が14．8％となった。
　また、「正社員を採用予定」の割合が最
も高いのは建設業で33．9％、次いで
サービス業が23．2％、その他で17．9％
となっている。

４．質問３）①「正社員を採用予定」の採
用予定者の学歴
　「正社員を採用予定」と答えた企業で、
採用する学歴に関しては「新卒者に限ら
ず必要人員を採用」が78．9％と高く、
「大学・専門学校・高校卒それぞれ採用」
が14．0％、「高卒新卒者のみ採用」は1．8
％と低くなっており、新卒者や学歴にこ
だわらず必要人員を確保したいという企
業の傾向が見られる。

令和元年度「雇用動向及び外国人材の雇用に関する調査」結果
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地
域
振
興
に
自
衛
隊
退
職
者
を

保有資格・免許希望職種希望業種
退職年月

№
自己ＰＲ

定年年齢の引き上げにより
令和２年１月～令和２年12月までの間、若年定年者の該当はおりません。

第１種大型・第１種大型特殊・第１種ク
レーン運転手（５ｔ未満）
玉掛技能者・２級小型船舶・車輌系建設
機械・２級ボイラー技士
高圧ガス製造保安責任者（乙種機械）

運転手

操縦手

重機ＯＰ

運送業

サービス業

建設業

3．1．6

①
　自衛隊での経験と各種資格を活かし地元地域企業様へ貢献したい
と考えております。国家資格は数多く保有していますが、企業様の
即戦力には程遠いと思います。育てて頂ければ幸いと思います。定
年後の人生は地元地域企業への貢献、社会貢献及び地域の活性化に
貢献できればと考えています。

自己ＰＲ

第１種大型・第１種大型特殊・第１種け
ん引・丙種危険物
フォークリフト・車両系建設機械

操縦手

操縦手
工員・生産

運送業

建設業
製造業

3．1．29

② 　自衛隊勤務では、後方関係の仕事に多く携わってきました。その
経験から車両の操縦をする機会が多く、車両操縦に携わる仕事がし
たいと考えています。また、大型車両・大型特殊車両及びけん引車両
等、幅広く操縦できる仕事に就きたいと思います。自衛隊車両に限
定した操縦経験しかありませんが、地元企業への貢献と社会貢献、
さらには地域の発展のために努力したいと考えています。

自己ＰＲ
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ふ
る
さ
と
の
た
め
に
～

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年

世
代
で
あ
る
私
た
ち
が
マ
チ
の
未
来

を
想
い
描
き
、
自
ら
の
言
葉
で
伝
え

メ
ン
バ
ー
一
同
が
む
し
ゃ
ら
に
地
域

の
た
め
に
行
動
し
留
萌
地
域
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
成
長
に
繋
げ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
愛

郷
心
を
テ
ー
マ
に
子
供
た
ち
が
ふ
る

さ
と
留
萌
に
誇
り
を
持
ち
、
将
来
留

萌
地
域
を
支
え
る
大
人
に
成
長
す
る

未
来
を
創
っ
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
に
お
か
れ
ま
し
て
も
市
民
の

皆
様
や
関
係
諸
団
体
の
皆
様
に
様
々

な
場
面
で
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
御
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
度

　
一
般
社
団
法
人
留
萌
青
年
会
議
所

理
事
長
　
伊
　
藤
　
　
　
悟

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

No.１７２
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中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳

　令和元年分の所得税・消費税（個人事

業所）の確定申告の時期になりました。

　所得税の申告・納税は３月16日（月）ま

で、個人事業所の消費税・地方消費税の

申告・納税は３月31日（火）までです。

　決算書や申告書の書き方、記帳などで

お分かりにならないことがありましたら、

商工会議所にお気軽にお尋ねください。

確定申告はお早めに確定申告はお早めに ！！

雇用保険制度の一部が変わります№ 83

※園芸サービス、牛馬の育成、

酪農、養鶏、養豚、内水面養

殖の事業等は除かれ、一般の

事業の率が適用されます。

①＋②
保険料率

②
事業主負担率

①
被保険者負担率

事業の種類

９/1000６/1000３/1000一般の事業

11/1000７/1000４/1000
農林水産※
清酒製造の事業

12/1000８/1000４/1000建設の事業

雇用保険料率表 害 今後、保険料率は改定になることもあります 害

◆雇用保険被保険者となる64歳以上の労働者も、令和２年４月分給与から一定比率負担いた

だくことになります。

◆令和２年度の年度更新にかかる概算保険料は、64歳以上の労働者分賃金額を含めた賃金見

込み額を基に算定いただくことになります。

高年齢被保険者の雇用保険料は免除されておりましたが、

64歳以上の労働者についても雇用保険料が発生します。
令和２年度より

櫛

労働保険でお悩み の 方
留萌商工会議所の労働保険
事務組合に事務委託しませんか。
●委託できる事務の範囲
①概算保険料、確定保険料などの申告及び納
付に関する事務

②保険関係成立届、雇用保険事業所設置届の
提出等に関する事務

③労災保険の特別加入の申請等に関する事務
④雇用保険の被保険者に関する届出等の事務
⑤その他労働保険についての申請、届出、報
告に関する事務

労働保険事務組合加入のメリット

【当所の会員事業所が対象となります。詳しくはＴＥＬ４２－２０５８へ】

労働保険事務を事
業主に代わって処
理しますので、事
務の手間が大幅に
軽減されます。

労災保険に加入する
ことができない事業
主や家族従業員など
も、労働保険事務組
合では特別に労災保
険に加入することが
できます。

労働保険料の額に
かかわりなく３回
に分割納付するこ
とができ、納付の
負担が楽になりま
す。

２
17

３
16
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３
／
　
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１２

　
社
長
の
森
義
和
さ
ん
は
留
萌

市
出
身
。
大
学
卒
業
後
、
㈲
日

東
商
事
に
入
社
し
、
令
和
元
年

八
月
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
㈲
日
東
商
事
は
、
昭
和
三
十

年
四
月
に
祖
父
と
父
の
森
毅
さ

ん
が
創
業
し
、
茶
碗
・
素
敵
な

エ
プ
ロ
ン
・
可
愛
い
ア
ロ
マ
キ

ャ
ン
ド
ル
、
ギ
フ
ト
（
食
品
・

陶
器
・
繊
維
・
洗
剤
）
や
留
萌

の
地
場
産
の
ギ
フ
ト
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
選
手
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
國

稀
酒
造
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
№
　
」
と
い
う
日
本
酒
の
取
り
扱

１１

い
を
同
店
の
み
で
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
各
種
お
祝
い
・
お
祝
返
し
、
お
中
元
や
お
歳
暮
等

の
ギ
フ
ト
を
お
買
い
求
め
の
際
は
、
何
で
も
揃
う
「
ニ
ッ

ト
ー
」
へ
お
気
軽
に
ご
来
店
・
ご
相
談
下
さ
い
。

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

２～３月 留萌商工会議所及び市内行事予定

「心と心の橋渡し」

㈲日東商事（ニットー）

　社　長　
森　　義和 さん

２月１５日松噛ふなば学校「スノークラフト作家になろう」
（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）

２月２０日昭煙雇用協留萌支部連絡協議会
２月２１日晶煙労務管理実務講習会
２月２３日掌煙第１５４回日商簿記検定試験
２月２５日昇噛消費者行政講演会（留萌消費者協会 緯 ０１６４－４２－０６５１）
２月２９日松噛ふなばようちえん『ひみつきちようちえん』

（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）
２月２７日昭噛ふなば大人のイングリッシュキッチン（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）
３月１日掌噛留萌高等学校 卒業式
３月７日松噛ふなば学校「木育ひろば」（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）
　　　　　噛みどり保育園・沖見保育園・留萌保育園 卒園式
３月８日掌噛自衛隊入隊予定者激励会（留萌地域事務所 緯 ０１６４－４２－４６５０）
　　　　　噛萌っこ春待里（萌っこ春待里実行委員会 緯 ０９０－７６５８－６６３３）
３月９日捷噛ふなば大人のイングリッシュキッチン（るしんふれ愛パーク 緯 ０１６４－４３－１５０１）
３月１０日昇煙総務運営委員会
３月１２日昭噛留萌中学校 卒業式
３月１３日晶噛港南中学校 卒業式
３月１７日昇煙第３６９回常議員会
３月１８日昌煙（公社）留萌地方法人会 経営セミナー
３月１９日昭煙接遇＆電話応対マナー研修
　　　　　噛留萌小学校 卒業式
３月２０日晶噛東光小学校・港北小学校・潮静小学校 卒業式
３月２１日松噛緑丘小学校 卒業式
３月２７日晶煙第２３２回通常議員総会
３月２８日松噛深川・留萌自動車道 幌糠留萌道路（留萌大和田 ＩＣ～

留萌 ＩＣ）開通記念式（留萌開発建設部 緯 ０１６４－４２－２３９３）

員紹介 コー ナ ー会

噛会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 鼓 ４２－２０５８ までお問合せ下さい。

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工 会 議所 No.80

商工会議所について毎月お答えし ま す。

６４歳以上の労働者について
も雇用保険料が発生します。
詳しくはかいぎしょＮｅｗｓ
２・３月号７ページをご覧
ください。

令和２年度から変更が
あります。

どのような変更です
か？？

雇用保険制度で変更
点はありますか？

胸自分のＰＲポイント（特技、資格、性格、座
右の銘 等）

　私は暑い国から来たので体調管理に気
を付けています。中学生の時から親と離れて生活してきたので、何で
も自分で出来るように、色々な事を勉強してきました。介護の仕事で
他人を幸せにすることができれば自分も幸せです。

胸現在の担当業務
　食事や着替え、入浴などの介護を行っています。利用者様の具合や
様子など変化があればすぐに上司に報告するように注意しています。

胸現在の課題（毎日の仕事で注意している点 等）
　わからないことは同僚に質問しながら利用者様に必要な支援が何か
を考え、毎日が勉強の日々です。

胸今後の目標（仕事以外プライベートでもＯＫ）
　日本で働きたいインドネシアの学生を日本に連れてきたいです。ま
ずは、日本との協力関係をつくり、インドネシアの学生が介護士とし
て日本で働けるよう、現地に学校をつくり日本の介護の仕事や文化を
伝えたいです。

胸留萌の好きな所・もの（お気に入りの場所や自然、食べ物、特産品 等）
　自然の多い所が好きで、休みの時は色々なところへ散歩をしていま
す。食べ物も美味しいですが、特にラーメンが大好きです。

 医療法人社団 心優会 留萌記念病院

アンドレアス フェブリクルニアワン さん
（インドネシア出身 ・ ２８歳）

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

留萌市開運町３丁目５－１

ＴＥＬ 0164－42－7211

ＦＡＸ 0164－43－8650

ＵＲＬ ｈｔｔｐｓ：//ｓｈａｄｄｙ．ｊｐ/１３１３０－０００/

営業時間／午前１０時～午後６時

カード決済／可


